





















































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　 　　 　 　無気力反応（♂〉♀）
　　　　　　　　　醸）
　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　蒲
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　1分裂病（妄想型）
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っつ病（単相）
　　　　図3　各期の好発病理一一数字は年齢を示す
　　　　　　（笠原　嘉，1976）
皿　心の病と心の中の「自己」
心の中でせめぎあう自己
　アメリカの生理学者，ポール・マクリーンによると，われわれヒトの脳の働きは進化の過程
で発達してきた，三つの脳が積み重ねられることによって，効率が高められ，次第に複雑な操
作ができるようになったと考えるとよいといっている。ごく大ざっぱにいうと，本能的な脳
（爬虫類脳）の上に情動脳（古哺乳類脳），その上に理性脳（新哺乳類脳）があり，それらがお
互いに密接な情報交換をしつつ動いている。そして理性脳では高等になるほど連合野が発達
し，ヒトになってこの連合野の拡大が左右の脳の機能分化と，言語機能の発達を可能にしたと
考えられている（図4参照）。このようにいわれゆる大脳新皮質の部分が，他の動物にくらべ
て爆発的に肥大化したことがヒトの脳の特徴である。その結果としてフロイトがいっているよ
一15一
視床下部
　　脳　幹
図4　ヒトの脳の断面図（熊谷高幸「自閉症からのメッセージ」講談社現代新書）
うにヒトの場合，自分の外の世界と自分の関係をこの三つの脳を駆使してうまくコントロール
していく領域として自己の領域が進化してきたと考えられる。このような自分で自分をコソト
ロールしようとする心の中の自己の領域，つまり自己意識は，心理学では既に3歳頃から現わ
れ始めるとされている。この頃になると子どもは会話の中で「あたし」とか「僕」というよう
に，はじめて自分について強く話し始めるようになるからである。こうしてわれわれは自分自
身の中心に自己があるという強いイメージをいつしか受け入れ，次第に強く意識するようにな
る。恐らくこうした確固たる自己意識を持つようになるのは，自分自身の状況をたえずこまか
く知ることが，生きていくのに有利だったために進化してきたヒトの心特有の領域といってよ
いだろう。自己意識を持つということは，このように自分の現状について評価すること，自分
のやっていることについて常に反省し，それを改善しようとすることである。しかしそれは常
にそう簡単にうまく機能するとは限らない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かど　夏目漱石の「草枕」の冒頭に次のような文章がある。「知（理性脳）に働けぽ角が立つ。情
　　　　　　　　　　　　　　　い　じさお（情動脳）に樟させぽ流される。意地（本能的脳）を通せぽきゆうくつだ。とかくに人の世は
住みにくい。」（かっこ内筆者）われわれはよく心ならずも自分の意志とは違った行動をせざる
を得なかったことに気がついて，後になってそのことを悔んでほぞをかんだりする。そして自
分の行動を主体的に律し，行動しているといラよりは，自己はむしろ他人の意志にあわせて自
分の行動をコソトロールしているのではないか。そんなきゅうくつな破目に遭遇しながら，毎
日の生活を送っているようにさえ感ずることが少なくない。
　しかもわれわれの自己がうまくコントロールできないのは，そのような外の世界，他人との
関係ばかりではない。自分の心の中でせめぎ合うもの（つまり理性脳と情動脳と本能的脳）さ
えうまくコソトロールできないことに悩んでいる。たとえば明日重要な試験を控えていたり，
会議で意見を発表しなけれぽならない前日の夜など，早く眠らなけれぽ翌日よい成果があげら
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れない。早く眠むろうとすれぽする程，眠むれなくなり，いらいらしてきて自分の意図とは違
って目がますますさえてきたりする。こうした経験は誰でも持っているだろう。実はわれわれ
は漱石がいっているように他人との関係をうまくやろうとして，うまく自分の心をコソトロー
ルできないぽかりではなく，このように内外ともに自分の意志とは反する行動を起こさせるよ
うな力が働いてそれをうまく処理できないでその力と格闘し，悩んでいる人は意外に多いので
はないか。早い話が最近日本の子どもたちにとっての大問題となっている，学校恐怖症ともよ
ぼれる登校拒否児がその例であろう。彼らには真面目で勉強もよくできる子が多く，学校や先
生も嫌いというわけではない。むしろ学校に行きたいと考え，前の晩には時間割にしたがって
登校の準備をしたりする生徒もある。ところが朝になると「なぜかどうしても学校へいけなく
なる」のである。そして本人にもその理由は解らない場合が多い。学校に行きたいと思ってい
る意志に反して，本人にも解らない理由で学校へ行けなくなる。これは自分で自分がコントロ
ールできなくなっている点，対人恐怖症の場合とメカニズムは同じであろう。学校へ行きた
い，行かなけれぽと思っているのも「自分」であれぽ，その意志に反して学校へ行けなくして
いるのもこの「自分」である。このような時われわれは，自分が自分をコントロールできない
事実をいやという程思い知らされる。
　もっと意のままにならないのが夢である。われわれはその人の愛を疑ってもみたことのない
ような信頼しきっていた人が，夢の中で思いがけず裏切り，かんぶなきまで痛めつけられたり
する後味の悪い夢をみたりする。時には思いがけず夢の中で，思わぬ人を殺人しようとしたり
して，汗ぐっしょりになって目を覚ましたりして，夢だったことでほっとしながらも，自分の
心にそのような邪心のあることに気がついて暗い気持ちになったりする。ユγグは聖アウグス
チヌスがいかに自分の人格を高める努力をしても，その夢の内容には彼の意志を裏切るものが
あった。彼をもってしても自分の欲するような夢をみることはできなかったといっている（31）。
しかしフロイト流にいえぽ，彼だからこそ一層，夢は彼の意志を裏切り続けたと考えられるか
もしれない。実はわれわれの日常生活では，このような感情のからみついた相反する傾向がせ
めぎあう，いわゆる葛藤に悩まされることが多い。普通はそれをなんとか処理して，生活を破
壊する程の大事には至らないですませている。前述の三生活領域で，その都度人格を変えるこ
とによってのりきっている日本の青年のように。しかし稀にはわれわれの心の中でせめぎ合
い，葛藤しているこの複数の情動群同士が互いに交替し合いながら，自己の座を奪って1個の
人格となって機能するという珍らしいことが起こる。それが二重人格である。
二重人格
二重人格といえぽ，誰でも思い出すのは，スチーブンソンの小説「ジーキル博士とハイド氏」
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であろう。これは物語であるが，アメリカ心理学の創始者のひとりウィリアム・ジェムスもア
ソセル・プアンという牧師が2か月間別の人格となり，ブラウソと名のって商店主となってい
た。しかし2か月後また突然もとのプアソに戻り，自分でも自分が商売をしていたことに大い
に驚き，結局は牧師に戻ったという珍らしい例を報告している。またフランスのジャネーもこ
のように二重人格のお互いの間に全く記憶の連続がない例は珍らしく，普通は一つの人格が他
の人格の存在を知っているか，片方に記憶の連続がある場合が多い。このような例を集めると
百例をこえるだろうとのべている。日本でもたとえば村上仁（1952年）が，一人の人物に3人
の人格が現われた次のような例を報告している。それによると，内気で敏感な娘が短期間だけ
第二人格として陽気で茶目な性格になり，また第三人格として旅行者のような行動をするとい
う経過を何回かくり返したことになっている（32）。このような二重人格の現象はおそらく古代
から存在し，日本では「弧つき」「神懸り」のような魔術的，宗教的な現象として取り上げら
れていた。しかし純粋に「心理学的」問題として記述研究され始めたのは，やっと19世紀後半
になってからのことであるが。
　しかしこのようなはっきりとした二重人格として機能する例は，先きのヒステリー同様活動
場面がせばめられたのか最近は少なくなっていた（33）。しかし第2次大戦後二つの例がかなり
詳しく報告されている。それは「ビッチャムとサリー」と「イヴ・ホワイトとイヴ・ブラック」
の例である。これなどはひとりの人間の心の中でせめぎあう情動的かっとうの存在の恐さを示
すとともに，われわれの心の真相を知るための一つの糸口を与えてくれている（34）。前者は，
一人の人物に3人の人格が現われた多重人格の例で，後者の2人が現われた二重人格との違い
がある。しかし前者の最初に交替して出現した人格，つまりビッチャムに対するサリーと，後
者のイヴ・ホワイトに対するイヴ・ブラックの関係は，第一人格とかっとうする情動群が人格
化されたものとして，著しい類似性を示している。23才の女子大生ビッチャムは道徳的，良心
的，宗教的で，つまり「聖者」と呼ぼれるにふさわしい人格で，ただ聖者にしてはいくぶん陰
気な感じのする人物である。ところが自らサリーと名のる第二人格は全くこの逆で茶目で朗ら
かで子供っぼく，享楽的である。彼女はビッチャムと入れ代って出現するや否や，ビッチャム
の思いもよらない享楽生活を楽しむ。この場合ビッチャムはサリーの存在を全く知らず，サリ
ーの行為の間は完全な健忘状態になるがサリーの方はビッチャムのことを知っており，その堅
苦しさを軽べつしている。なおこれには第三人格まで存在し，それはサリーが「白痴」と名づ
けている人格で，粗野でけんか好き，見栄坊で幼稚な人格，しかもビッチャムはフラソス語が
得意であるのに，彼女はフランス語を全然知らない。後者のイヴ・ホワイトとイヴ・ブラック
の場合もこの両者の性格は全く対照的で，イヴ・ホワイトの方は地味で慎しみ深く，声も温和
で，むしろ陰気な方であるのに対して，ブラックは派手好みで粗野で陽気である。そしてイヴ
・ホワイトはブラックのことを知らないが，イヴ・ブラックはホワイトのことを知っている。
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そしていろいろいたずらをしたりするのは，ビッチャムとサリーの関係にそっくりで，この事
例の報告者はサリーはまるでイヴ・ブラックの双生児のようだとさえ述べている。
　ビッチャムやイヴ・ホワイトの場合，行動を律する自己が，それまで余りに理想的な「聖者」
のように育ち，育てられたために，思春期の訪ずれとともに発生したもう一つの情動が極端に
押さえつけられ無意識下に追いやられることになった。それがある時遂に押さえきれなくなっ
て，押さえつけられていた方が自律性を獲得し，第二人格となって一時意識生活のコソトロー
ル権を奪ったのであろう。
　二重人格の事例の場合はこのように非常にはっきりしている。無意識内に押さえつけられた
状態で形成されてくる心的内容は，その人の意識的な心的内容にはない一面を補うような傾向
をもっている。聖者のようなビッチャム嬢に対して，第二人格のサリーはおよそふだんの彼女
から想像もできない茶目でいたずら好きである。聖者のように生活をとりしきるよう育てられ
育ってきた彼女の心のコントロール機関が，思春期の訪ずれとともに異性に関心を持つ傾向
（性欲）が無意識に湧きあがってきた時，ある時それに折り合いをつけられなくなった。フロ
イトのいう「心の検閲機構（抑圧機関）」が一時検閲権を放棄せざるをえなくなった。フ・イ
トが好んで扱った夢の世界ではなく，無意識の衝動が一時完全に交替して自己の領域を占領し
てしまった。そして抑圧されたエネルギーを心ゆくまで発散することになったのであろう。た
だ夢の場合はまだかろうじて意識の方がコントロール権を握っている。意識のたづなをゆるめ
た状態で，その範囲で発散させ，覚めるとにがい思い出になったり，解決のつかなかった問題
がリハーサルされた結果解決されるようなことが起こる。しかしメカニズムは同じであろう。
同じというのが悪けれぽ，たいへん似た状態といえよう。二重人格の場合は，一時的に夢の世
界の方がコソトロール権を握ってしまう。そしてこちらの方がある期間連続性を保っていて，
心ゆくまでエネルギーを発散してしまう。そうすると義理がたく再びコントロール権を第一人
格の方へ返している。それが第二人格の方が第一人格の存在を知っているのに，第一人格は第
二人格を知らないという形になっている一つの理由であるように思われる。
　L　ユソグも思春期に二重人格や夢中遊行などの現象が多いことに注目している。そしてこの時
期に新しく芽生える人格の発展の可能性（肉体的生理的心理的におとなに発展する）が，何ら
かの事情で起こる特殊な困難性のために妨害されて生ずる現象ではないかといっている。
　アドラーはヒトの呼吸器官や消化器官等何らかの特定の器官が欠損した場合には，それを補
償しようとする働きが生ずることに注目した（35）。心理的にも何らかの欠損が生じた場合には
それを補償しようとする力が強く働くと考えた。それが成功すればどもりを克服して雄弁家に
なったデモステネスのようになり，しかしそれがうまくいかないと見せかけの強がりをいった
り，失敗を恐れるあまり何もしなくなったり，種々のノイローゼになることによって逃避する
ようになるといっている。
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せめぎあう自我と自己
t　ユングもこの心の相補性という点に特に注目している（36）。意識の一面性を補う傾向が無意
　識に生じるということは，自己は意識のコントロールの中心であっても，無意識を含めた心全
　体の中心ではありえないことを示している。もしイヴ・ホワイトの自己が彼女の心の中心なら
　ば自分自身の存在を危険にさらすようなブラックを心の中に生じさせるはずはない。自己であ
　るホワイトを超える存在を考えてこそ，ブラックの出現を了解することができる。ブラックの
　出現は，これまでのホワイトに欠けた一面性を補償するため，すなわち子どもの心からおとな
　にホワイトを上昇させるために生じたものである。こうして彼は意識の中心である自己を「自
　我」と名づけ，無意識を含めた心全体を「自己」と名づけている。この自己の定義からも，自
　我は自己自身を知ることはできないが，われわれはこの自己の「はたらき」を意識することは
　できる。そのはたらきを通じて逆に自己の存在を仮定することができ，それが新しい仕事を遂
　行する糸口を与える。ともすれぽ小さく固まろうとする自我に対して，それは発展の糸口をつ
　きつけ，自我がより高度の統合性を志向していくようにするプロモーターともなりうるもので
　ある。そして彼はその自己は，われわれが進化の過程で民族的に受けついできたものや，この
　時期に発生するもの及びそれ迄に体得してきたもののうち無意識に積みあげられたもの等が，
　内容になっていると考えていた。
キメラ実験
　ここでちょっと興味あるキメラ実験にふれよう。キメラというのはギリシャ神話に出てくる
ライオンの頭，ヤギの胴，ヘビの尾を持ち，火を吐く怪物のことである。日本でも源三位頼政
が紫廣殿の屋根から射落とした鶴が，顔は猿，手足は虎，体は狸，尾は蛇の形をしていたとい
う事例が伝えられている。1985年日仏の二人の学者が共同して，受精後3ないし4日のニワト
リとウズラの卵を使ってウズラの発生途上の胚の神経管の一部をニワトリの神経管の一部と入
れ替えてみた（37）。するとやがて艀化した白いニワトリには，外見上黒いウズラの羽根が生え
ているまさしくキメラ動物が誕生した。このニワトリたちは羽根を動かし，掻食し，正常に成
長し始めた。しかし生後3週から2か月もすると，まず羽根が麻痺してぶらさがり，歩行も摂
食もできなくなり，やがて全身の麻痺が進行し，衰弱して死んだ。ニワトリの免疫細胞が，ウ
ズラ由来の細胞からなる脊髄部分に入り込み，ニワトリの免疫系がウズラ由来の神経細胞を
「非自己」の異物として認め，拒絶したのである。神経細胞はこうして破壊され脱落してしま
うからである。すなわちそれまで「自己」のものとして使われていたウズラ由来の神経が，「非
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自己」と判断され排除されてしまうのだ。自然が「種」というものを厳格に区別する働きを，
いかに大切にしているかを示す好例とされている。
　ところが神経管移植の際に，免疫の中枢臓器である「胸腺」に成長するもとの部分をウズラ
から取って，神経管と同時にニワトリの胚に移植しておくと拒絶反応は起こらない。ウズラの
細胞を「自己」と認識するか「非自己」と認識するかは，この胸腺が決めているわけだ。ウズ
ラの胸腺に成長するもとの部分を移植されたニワトリは，一生ウズラ模様の羽根をつけたまま
生き延びる。つまり生後しぼらくの間ニワトリは，自分の中に入りこんで生育したウズラの細
胞を「自己」と認め共存する。このように免疫系は生後直ぐに働き出すわけではなく，新生児
の免疫系は殆んど働かない。マウスなどでは生後一月以内に「非自己」の細胞などを移植する
と，一生それを「自己」と誤認するようになる。そしてそれぞれの個体の免疫系は，その後さ
まざまな「非自己」に曝される。それに次々に適応してゆくことによって個性ある「自己」を
作り出していく。
　さてフランスのルドウァラソ女史は，艀卵2，3日目のウズラの脳の一部を同じ時期のニワ
トリの脳に移植した。頭にはウズラ模様の黒い毛が生え，時には上嗜あたりまでウズラの色素
を持つ，まさしくウズラの頭を持った胴体はニワトリというキメラ動物を誕生させた。このニ
ワトリはピーピーと一声ずつ鳴くニワトリのヒヨコではなく，ウズラのようにピッピピーと音
節を作って断続的に鳴いた。またピーと鳴く時に一度だけ首を振るヒヨコではなく，ウズラの
ヒナのようにピッピピーの三音節に対応して三度首をふった。つまり胴体はニワトリでも，行
動（つまり脳の働き）はウズラ型に変換したのである。しかしこの興味あるキメラ動物の運命
もここまでで，残念ながらニワトリ由来の免疫細胞が脳組織内に入り込み，脳神経細胞を殺し
脱落させる，つまり移植されたウズラの脳はニワトリの免疫系によって拒絶され，このキメラ
動物は眠りがちとなり，やがて麻痺を起こして死んだ。このことの意味することは何か。いわ
ぽ心，すなわち精神的「自己」を支配している脳が，もう一つの「自己」を規定する免疫系に
よって，いともやすやすと「非自己」として排除される，つまり身体的自己を規定しているの
は免疫系であって，脳ではない。脳は免疫系を拒絶できないが，免疫系は脳を異物として拒絶
するということである（38）。
】V　心の病の生物学的心理学的関係についての一つの考察
青年期の精神病一分裂病
　現在ノイローゼより重い精神障害は，すべて精神病の名で呼ぼれている。症状としての一番
大きな違いは（39），ノイローゼの場合自分が病気だという自覚，ないし意識（病識）は強過ぎ
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て困る程であるが，本人の内的苦悩とは裏腹に曲りなりにも学校生活，社会生活を続けてお
り，周囲が全く彼の状態に気がつかないことだってありうる。一方精神病では病識がないか，
あっても不安定で恒常性がなく，軽症の段階で既に成績が下がり出す。友人との交渉もとぎれ
がちとなり，昼夜が逆転し，家人と顔を合わすことを嫌い自室に閉じこもるというように，社
会的行動上の破綻が現われる。つまりノイローゼでは病識がなくなることはないが，精神病で
はあやふやである。その精神病の中で最も多いのが分裂病と躁うつ病である。
　妄想や幻覚を伴い，強烈な孤独感に襲われる分裂病は性的に成熟しておとなになる17，8歳
から25才の問のいわぽ人生の上り坂の青年期に多発する。そして悲哀，絶望，幸福感の低下と
いった悲惨な感情を伴う躁うつ病は，性欲等が減退し始める，人生の下り坂（例えぽ更年期）
に発症する。そのためあたかも目覚時計が時刻になると鳴り出すのと同様，本人のうちから，
つまり本人の素質や体質が原因となってこの時期になると多発する，いわゆる内因性の精神病
と考えられてきた。躁うつ病には，躁状態とうつ状態（つまりある時はそう快な気分におおわ
れ，次の時期には憂うつな気分にとらわれるというように両者）が循環的に現われる両相型，
うつ状態だけが繰り返される単相型が区別される。前者は比較的早く20歳前後で始まるケース
もあるが，圧倒的に多いのは中年以後の人を襲う後者のいわゆるうつ病の方である。
　前者の分裂病は青少年期になると多発し，たとえぽアメリカでは100人に1人弱がかかると
いわれている（40）。この分裂病の世界は現実世界，地上から一定以上離陸するサイケデリック
な恐ろしい世界である。世界は親しみ深い，なごやかな相貌を失い，無意味でグロテスクな妖
怪性，あるいは神秘でこの世ならぬ超越性を現わす。自分といえぽこれまで自明としてきた自
分というものの単一性，不二性，歴史性，連続性はおろか，自分と他人との，内と外との，想
念と知覚との境界線さえあやしくなる。更に自分は途方もなく軽く，稀薄な存在と化して大き
く拡がり，宇宙の彼方へ拡散していく（41）。分裂病者は，初期段階ではこのようにならないた
めに必死の抵抗を続ける。ただその発症の直前には偶然というには余りにしぼしぼ，見合，婚
約，結婚，新婚旅行，あるいは恋愛や性的体験や失恋等々，この時期に青年が経験する頻発す
る環境の激変，つまり出立的出来事がある。この出立的出来事の中には更に家族との離別，独
立，進学，就職をふくめた試験状況，父的人物とのかっとう，宗教的なるものへの接近等々も
含まれる。したがって笠原嘉のように「出立の病」と呼んでいる人もある。
　その出来事の種類はかなりまちまちだし，自ら意気に燃えてであれ，やむをえぬ事情の故で
あれ，それは何よりもなれ親しんだ両親の膝元あるいはそれに準じる世界から，自立の方向へ
向う第二の世界への文字通りの出立であり，旅立ちである。しかしその際分裂病という精神病
への旅立ちの危険もあるというのである。分裂病は，とにかく出立可能性の多い上り坂の青年
期に多発する病であり，出立可能性の少なくなる下り坂の中年後期から初老に入ると病勢は衰
える。つまり出立，旅立ちの可能性の大小と，病勢の発症と強弱が比例している。分裂病の世
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界が多少とも超越的脱俗的ニューアソスの世界であるように，分裂病になること自体，いって
みれば不幸な仕方ではあるが，一つの出立，旅立ちの形態である。そしてその病勢が衰える中
年から初老にかけてうつ病が発症する。分裂病はこのように青年期に発症し，しかも発症のき
っかけがしばしぼ出立的出来事であること，発症後の症状が超俗的脱俗的ニューアンスの世界
を構成する。逆にいえぽ出立可能性をもつかぎりヒトは分裂病という病への旅立ちの可能性を
も持ちうる。分裂病が身体的，生理的，心理的，社会的出立可能性に最も富む，上り坂の青年
期の病たる所以である。
LSDとコカインによる心の世界
　ところでLSDなどの麻薬によって正常な思考や感情から逸脱する（ドロップアウト）体験
のことを，魂の旅になぞらえてトリップ（旅）といっている（42）。特に自分の世界に沈潜する
ことをイソナートリップなどといって，一部の若者の間で流行している。分裂病的世界は，こ
のトリップによく似ているといわれている。ただトリップが自ら選んだ行為なのにこの病的世
界は望みもしないのに現われる世界で，前者は終りのあることが予想されるが，後者にはその
予感は全くなく，実際に続いていく点に違いがある。そしてこのLSDのトリップによるサイ
ケデリックな世界は恐しい世界であるが，同じ麻薬でもコカイソ吸入の際に起こる現象は逆に
快適な胱惚の世界へのトリップといえる。だから世界中でそれをめぐって麻薬戦争が展開され
ている。そしてこのコカイン吸入の際にヒトの脳の情報伝達組織であるニューロン（神経細胞）
のシナプスというところで起こっている微妙なメカニズムについては，既に北米神経科学協会
の学者たちが明快に解明している。これについては私も既に「心の発達と心の病」等で詳しく
紹介しているのでそれを参照されたい（43）。
　つまりLSDの場合もコカイソ吸入の場合も，ヒトの脳の情報伝達の際の特徴であるニュー
ロソでのシナプスで起こっているメカニズムは同じであろう。ただそのシナプスに用意されて
いる40種類もある化学伝達物質のうちのどれが関与し，またその化学物質の放出のされ方の違
いによって快的と恐怖といった違った現象となって現われると考えてよいのではないか。すな
わち以上述べてきたノイローゼ，二重人格，分裂病，うつ病（そして自閉症，情緒障害等も）
にしても，すべてこの種の精神病理的異常には物的原因がある，つまりニューロンにおけるシ
ナプスに異常が生ずることによるのではないか。エーデルマソ（Edelman，　G．　M．）のいうよ
うに，あらゆる心的異常はシナプスに反映されるといってよいのではないか（翰。
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青年期に多い神秘的な体験一回心
　さて旅立ちといえぽこれまた人が青年期に経験することが多い「回心」と呼ぼれる心的体験
がある。ある動機から精神的変化を起こし，過去の罪を悔い改めたり，世の無常さを悟ったり
して，意識や態度に大転換が起こること，そしていままでとは全く違った精神世界にはいる，
神秘的ともいえる心的体験のことである。もともと宗教的概念で，仏教ではエシンといい，キ
リスト教等ではカイシンといっており，歴史的には使徒パウロになる前のサウロ，アウグスチ
ヌス，聖フランチェスコなどの回心が有名である。回心が起こる年齢についてはわが国でも第
2次大戦前にも二つの調査があり，それでは平均16歳と18歳になっている。戦後は京都大学の
3回の調査があり，それではそれぞれ16．4歳，17．5歳，18．6歳となっている。これらこれまで
の内外の調査研究を総合した結果，回心年齢は男子15～25歳，女子14～17歳で，その頂点は16
～17歳頃とみられている（45）。
　そしてまたこの回心はつとに精神医学の立場からも注目され，たとえぽハイマンは精神病や
心因性症候発現の初期に病的な回心を体験することが多いといい，ザルツマンも「退行的精神
病理学的回心」として重視している。またジェームスも1度回心すれぽそのままつづくという
例はむしろ少なく，回心，入信しやすいタイプはさめやすく，しにくいタイプはその後の人生
航路でつまずくことが少なくないといっている。いずれにしてもある種の宗教等で薬物等によ
るマイソドコント・一ルが取り沙汰されているように，回心の場合も恐らく前述のシナプスで
同じようなことが起こって，違った世界に旅立ちしているのではないかと推察される（46）。
種々の心の病の関係
　脳の三つの大きな神経回路にはドーパミソという神経伝達物質があり，その中の一つのドー
パミン回路は，ヒトの認識と情動反応に重要な関係がある。そして脳のこのドーパミンを受容
するニューロンのシナプスにおけるレセプターをブロックする薬物の投与が，精神分裂症状の
幻覚などの症状を消失させるのに有効なことが解ってきた。このようにこの回路に異常が起こ
ることが精神分裂症の発症に関与している（47）。そして精神分裂病と診断された患者のうち，
少なくとも3分の1は経過はよい。そしてその一般的病の傾向としては，40歳台から50歳台に
入ると病勢は衰え，余り派手な症状を示さなくなるので周囲の理解さえあれぽ，余り支障をき
たさなくなる。こうしてがんなどと同じように早期発見，早期治療をすれぽ，少なくともがん
よりは経過のよい内科疾患同様の一種の回復可能な慢性病と考えられるようになってきてい
る（48）。
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　更に青年期に多発するノイローゼの方も，既に述べたようにたとえぽ強迫神経症の患者の画
像検査から患者の脳の大脳皮質，ならびに皮質下組織のいずれにも異常が見つかり，同じよう
に生物学的要因も示唆されている。そして誕生後の初期段階に発生する自閉症の場合も，アメ
リカの2人の学者によって大脳辺縁系の海馬と扁桃体のほぼ全域にわたって細胞の萎縮が発見
されている（49）。そしてその結果としてであろう自閉症だったことを自他ともに認めている，
オーストラリアのドナ・ウィリアムズもその著書の中で（50），自閉症の幻覚などの症状は，極
度のショックを受けた時ごく短期間働くようになっている感情をシャットアウトするメカニズ
ムが，ドーパミン等のシナプスにおける異常放出によって正常に働かなくなった時に起こるの
ではないかといっている。更にスピッツ等が発見した情緒障害児の場合も誕生後の初期期間中
に遺伝子にプログラムされている，一人の母親との愛着関係が正常に形成されない。そのため
恐らくは，ウィリアムズもいっているようにその感情をシャットアウトするメカニズムが自閉
症の場合とは逆に無視され続けたり，心を守る程敏感に働かなくなったりして，心がぼらぼら
になり錯乱状態になる。そして極端な場合には死に向って直進するような印象を与えるような
状態になって，死の世界に旅立っていく場合もあるのではないか。この初期段階の二つの病に
ついても，拙著「心と発達」と「心の発達と心の病」の中で詳しく述べているので参照された
い。そしてある種の人々が青年期に経験することの多い回心という神秘的な心的体験も，早く
から精神医学が注目し，またある種の宗教が薬物等の授与によってシナプスに異常を起こさせ
てマインドコントロールをしていることが考えられる。
　恐らくLSD投与による分裂病的世界の実現。逆に脳の神経回路のドーパミンを受容するレ
セプターをブロックする薬物の投与による精神分裂病の幻覚症状の消失。コカイソ吸入による
胱惚状態の実現等々。これらの現象はすべて神経回路のドーパミン等々の神経伝達物質が，何
らかの事情でシナプスで異常放出されたり，逆にその放出が不自然にブロックされた時に起こ
る現象ではないか。そしてある種の異常放出が起こる時には，今までの自分の世界とは違った
世界に旅立つことになるのではないか。分裂病や情緒障害の場合とは違って神の世界への旅立
ちは，コカイソ吸入に似て何らかの異った神経伝達物質の異常放出によって自己が一種の胱惚
の世界に旅立つ場合ではないか。そしてノイローゼや，自閉症の場合は極度のショックを受け
た時ごく短期間働くようになっている感情をシャットアウトするメカニズムが，生れつきかあ
るいは思春期の到来とともに逆にうまくコントロールできなくなってドーパミン等の放出がや
はり異常になって，敏感に働きすぎるようになるのではないか。そのため外の世界への旅立ち
とは違って，逆に外の世界との交渉をたって，内へ内へとこもって自分との不自然なひとり相
撲的な格闘となってしまう現象ではないか。（なお二重人格については，最近2種類が区別さ
れている。これについては「心の発達と心の病」を参照されたい。）神経回路でのドーパミソ
等の神経伝達物質の異常放出か，あるいはブロックの仕方（生物学的出来事）と，外の世界へ
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の旅立ちか，外の世界との交渉を断って内の世界との格闘に向うか（心理学的出来事）という
点から多少の誤りを覚悟でいえぽ，以上のような心をめぐる異常な現象には，図5のような関
係が示唆できるのではないか。
図5　心の発達と心の病の関係
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そしてこれらの心の病は，どちらが原因かはともかく生物学的生理的条件と心理学的条件と
が互いに作用し合って重くなったり軽くなったり，時に相乗効果を発揮してより重症状を示す
ものと思われる。そしてそのメカニズムの解明によって効果的な薬物の投与と精神療法が急進
展をみせ始めているのが，今日の状況といえるのではないか。
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